
　給食だより　１２月    　 令和７年１２月　石川小学校 

　今年も残り少なくなりました。冬休みにはクリスマスやお正月など、楽しい行事が続きます。規則正
こ とし のこ すく ふゆやす しょうがつ たの ぎょう じ つづ き そくただ

しい生活を心がけ、今年最後の月を元気に過ごしましょう。                   
せいかつ こころ こ としさい ご つき げん き す

～給食試食会について～ 
き ゅ う し ょ く し し ょ く か い

　１１月１２日（水）に、１年生の保護者の方を対象にした給 食試食会を行いました。保護者の方
ねんせい ほ ご しゃ かた たいしょう きゅうしょく し しょくかい おこな ほ ご しゃ かた

にはクリスタルホールで給 食を先に食べてから、お子さんの教室に移動して給 食の様子を参観して
きゅうしょく さき た こ きょうしつ い どう きゅうしょく よう す さんかん

いただきました。給 食を試食しての感想を紹介します。 
きゅうしょく し しょく かんそう しょうかい

○　パンはしっとりしていて栄養が考えられた給 食で、子ども達は幸せだなと思いました。ボリュ
えいよう かんが きゅうしょく こ たち しあわ おも

　ームも想像以上でした。多少ではありますが、家庭よりも給 食で野菜に挑戦していて、とても良
そうぞう い じょう た しょう か てい きゅうしょく や さい ちょうせん よ

　かったです。 

○　給 食の様子を見ることができ、大変うれしかったです。子どもがたくさん食べていて、驚きまし
きゅうしょく よう す み たいへん こ た おどろ

 　た。

○　献立はただ決まっているのではなく、地産地消など様々なことを考えていると感じました。メニ
こんだて き ち さん ち しょう さまざま かんが かん

　ューも子ども達が食べやすいメニューで、味付けも薄味で毎日おいしい給 食が食べられて良いなと思
こ たち た あじ つ うすあじ まいにち きゅうしょく た よ おも

　いました。家庭でも給 食を参考にして、毎日の料理を頑張りたいと思います。 
か てい きゅうしょく さんこう まいにち りょう り がん ば おも

○　給 食にたくさんの思いがあり、心が温まりました。授業の内容を献立に入れるなど、子ども達
きゅうしょく おも こころ あたた じゅぎょう ないよう こんだて い こ たち

　の学びにつながっていて、すごいと思いました。とてもおいしい給 食でした。 
まな おも きゅうしょく

○　さつまいものサラダと福島県産チキンカツは、食べ応えもあり、家庭でも実践してみようと思いま
ふくしまけんさん た ごた か てい じっせん おも

　す。子どももモリモリ給 食を食べ、おかわりもしていたので驚きました。 
こ きゅうしょく た おどろ

○　「おかえり」と声をかけると、「ただいま」の言葉より先に「今日の給 食おいしかった！」と毎日
こえ こと ば さき き ょ う きゅうしょく まいにち

　のように返ってきます。寒くて登校をためらう朝でも、給 食を楽しみに登校しています。 
かえ さむ とうこう あさ きゅうしょく たの とうこう

○　朝ごはんを食べる大切さ、成長とともにお弁当箱の大きさも考えることが分かりました。 
あさ た たいせつ せいちょう べんとうばこ おお かんが わ

 　　　 ＊１年１組                   　   ＊１年２組                   　＊１年３組

 

 

 

 

 

 

 

 

～おはしの持ち方について～ 
も か た

  給 食試食会の時に、保護者の方からおはしの持ち方や好き嫌いについて相談がありました。おはし
きゅうしょく し しょくかい とき ほ ご しゃ かた も かた す きら そうだん

の持ち方が上手にできると、食材をはさむ、切る、つまむ、混ぜるなどがスムーズにでき、きれい食
も かた じょう ず しょくざい き ま た

べることができます。おはしの長さや持ち方のポイントを見ながら、ご家庭でも練習していただけれ
なが も かた み か てい れんしゅう

ばと思います。好き嫌いについては、次回のおたよりに掲載します。 
おも す きら じ かい けいさい

   まず、自分に合った 
じ ぶん あ

 おはしの長さを知りま 
なが し

 しょう。自分にあった 
じ ぶん

 おはしは持ちやすく、 
も

 はし使いも 上 手になり
づか じょう ず

 ます。 

 

 



 

練 習 する時は、下の
れんしゅう とき した

　おはしをもう片方の手で
かたほう て

　持って固定しましょう。
も こ てい

　上のおはしが動かしやす
うえ うご

　くなります。 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊おはしの持ち方を もっと詳しく見てみましょう！！＊＊＊ 
も かた くわ み

○下のはしは動かさない。                                 ○上のはしは、中指、人差し指、親指で軽く持つ。 
した うご うえ なかゆび ひと さ ゆび おやゆび かる も

・下のはしは、 薬 指のつめの   ・人差し指の腹は、上のはしにピッタリ
した くすりゆび ひと さ ゆび はら うえ

  横あたりで押さえる。 　つける。 
よこ お

・小指は、 薬 指にそえる。 ・上のはしは、中指のつめの横あたりで 
こ ゆび くすりゆび うえ なかゆび よこ

   押さえる。 
お

 ・親指は、上のはしに軽くそえる。 
おやゆび うえ かる

 

POINT 　①上の箸は中指、人差し指を曲げたり伸ばしたりして動かします。
うえ はし なかゆび ひと さ ゆび ま の うご

　　　　　　  ②親指は動かしません。 
おやゆび うご

  
                      ～おはしの取り方について～ 

と か た

  おはしの取り方も身につけましょう。おはしの取り方がスムーズだと、とてもスマート！日ごろから気
と かた み と かた ひ き

 をつけてみましょう。

 

　　　　　　　　　　⇒　　　　　　　　　　　⇒　　　　　　　　　　⇒ 

 

 

①右手で上からはしを　②左手をはしの下に軽くそえ、　③右手ではしを　　　　④完成！ 
みぎ て うえ ひだり て した かる みぎ て かんせい

　取る。　　　　　　　　右手を右方向にすべらせて、　  持ち、左手を　　　　　　　　　　　　 
と みぎ て みぎほうこう も ひだり て

　　　　　　　　　　　　はしの下にそえる。             はなす。 
した

 

  和食の食事作法は、「はしに始まり、はしに終わる」といわれるほど、おはしの持ち方
わ しょく しょく じ さ ほう はじ お も かた

や使い方は重要です。おはしの持ち方は、根気強く練習することが大切です。ご家庭で
つか かた じゅうよう も かた こん き づよ れんしゅう たいせつ か てい

も練習していただければと思います。ご協 力をよろしくお願いします。 
れんしゅう おも きょうりょく ねが

 

～おもちについて～ 

　おもちは「もち米」から作られます。邪馬台国の女 王の卑弥呼も、もち米を蒸した「おこわ」を食
ごめ つく や ま たいこく じょうおう ひ み こ ごめ む た

べていたようです。平安時代になると、特別な行事の時におもちを食べるようになり、お正月の鏡も
へいあん じ だい とくべつ ぎょう じ とき た しょうがつ かがみ

ちや５月の柏もちやちまきなどが作られるようになりました。 
かしわ つく

  おもちは稲の神様をかたどったものといわれ、おもちを食べることは神様の力を体の中に取り入れ、
いね かみさま た かみさま ちから からだ なか と い

生命力を強くする意味がありました。そのため、お正月にはおもちを食べて、 
せいめいりょく つよ い み しょうがつ た

無病息災を祈ります。 
む びょうそくさい いの


